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「謙虚さと感謝の心で１年を締めくくろう」 

                       校  長  八 坂 和 典 

「光陰矢の如し」、「あっ」と言う間に２０２４年も残り１ヶ月となりました。師走と言われるこの時期は世の中が、

慌ただしくなり、落ち着かない雰囲気が出てきますが、学校では２学期の締めくくりとして、生徒が充実した気持ち

で今学期を終えられるように努めていきます。 

 さて、１１月に行われた表彰集会において、校長講話の中で私は次のような話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

故松下幸之助氏も著書「道をひらく」の中で謙虚さや人に感謝することについて、こう述べています。 

 

 

 

 

 

幸せになる秘訣の一つは、人と人との縁を大切に考え、どんな小さなことにも感謝できることに気づき、それに感

謝する習慣や精神を身につけて、できるだけ多くの満足・感謝を 日常的に感じることだということです。言い換え

れば、謙虚さと素直さによって、日常的にできるだけ多くの小さな楽しさや感謝を感じられるようになることが、よ

り多くの幸せを感じ、いつでも幸せでいるためのポイントだということなのではないでしょうか。反対に、謙虚さや

素直さを忘れ、利己的な欲望に囚われて普段から不平や不満ばかり言っている人は、幸せでない状況を自ら作り出す、

不幸な人です。つまり、心の姿勢が、人を幸せにも不幸にもしているということです。 

 生徒の皆さん、２０２４年も間もなく終了となります。この年の瀬、1年を振り返りながら、自

分が多くの人や仲間に支えられて生きていることを謙虚に受け止め、実感し、そして感謝の気持

ちが伝えられるといいですね。（３年生は進路決定に向けて大変だと思いますが・・・。）保護者

の皆様、ぜひ、ご家庭でも謙虚さや感謝の気持ちについて話題にしてもらえるとありがたいです。 

地域の皆様、保護者の皆様、２０２４年も大変お世話になりました。来る２０２５年も大谷場

中学校をよろしくお願いします。 
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10月の新人体育大会では１、２年生が夏休みを中心に、積み重ねてきた練習の成果を発揮し、それぞれの部が、そ

れぞれの目標に向かって、一生懸命に頑張ってくれました。チームのために一生懸命頑張っている姿にとても感動し

ました。また、一方で私はチームのために一生懸命応援している姿、選手が力を発揮できるように陰ながらサポート

している姿、手にいっぱいの荷物を持って、試合に向けた準備をしている姿にも大きな感動を得ました。普段試合に

出て、一生懸命に戦っている姿は目に映りやすいですが、縁の下の力持ちとなってチームのために頑張っている姿が

皆さんの目に映っているでしょか？また、そんな仲間に「ありがとう」と感謝の気持ちを伝えることができているで

しょうか？ 

メジャーリーグでワールドチャンピオンになったロサンゼルスドジャースの大谷翔平選手はレギュラーシーズン

終了後にこのようなことを述べています。「素直に嬉しいですし、このチームの一員としてまず 1 年間できたことに

感謝したいですし、チームメイトのサポートにも感謝したいと思います」と感謝の言葉を開口一番に述べています。

このインタビューもそうですが、彼の人柄として常に謙虚な心が伝わってきます。 

謙虚とは、一般的には、控え目でつつましい人柄や態度を表す言葉で、自身の肩書きや地位におごらず、他人を敬

い、控えめな態度をとる人のことを言います。謙虚な人とはどういう人かというと「うまくいっていても、いってい

なくても、俯瞰的（広い視野で物事を考えたりすること）に、自分自身や周囲の状況を見つめる視線を持っている人」

だと私は思っています。この謙虚さを持っているからこそ、自分の事だけでなく、周りの人が自分に対して、様々な

サポートをし、支えてくれていることが見えてくるのだと思っています。日常生活の中で、まずは自分自身を落ち着

けて、周りをじっくりと見てみると、自分を支えてくれている人の姿が沢山見えてくるかもしれません。自分自身を

謙虚に、そして感じたことに感謝できる人に成長していってもらえるとうれしいです。 

この世における人と人とのつながりを、もうすこし大事にしてみたい。もうすこしありがたく考えたい。不平や不

満で心を暗くする前に、縁のあったことを謙虚に喜びあい、その喜びの心で、誠意と熱意をもって、おたがいのつな

がりをさらに強めてゆきたい。そこから、暗黒をも光明に変えるぐらいの、力強い働きが生まれてくるであろう。 



 


